
２面

秡川長官、初の定例会見

市長ら、松山で温泉シンポ

面

東北機構が教旅セミナー

９面

「宿の日w e e k」実施

７面

北陸へさまざまな支援策

３面

迷
惑
行
為

想
像
力
を
働
か
せ
よ
う

岸
本
周
平
知
事
に
聞
く

勝
負
の
年
迎
え
加
速
す
る
和
歌
山
県
観
光

世
界
遺
産
、万
博
契
機
に
飛
躍

空
港
愛
称
決
定
、２
次
交
通
の
充
実
も

訪
日

万
人
、８
兆
円
が
視
野

政
府
　

地
方
誘
客
な
ど
強
化

誘客など推進

■■

（１） 第３２３１号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）８月１日（木曜日）増刊 （毎週月曜日発行）

　「世界の温泉首都・日本」温
泉ツーリズム推進協議会が松山
市でシンポジウムを開催。協議
会参加自治体の市長らが日本の
温泉の価値向上、情報発信へデ
ィスカッションした。

　東北観光推進機構が教育旅行
セミナー。東北各県が主要旅行
会社にモデルコースや見どころ
を紹介。ＪＲ東日本が「復興ツ
ーリズム」の取り組みや各種割
引制度を説明した。

　全旅連青年部は８月日の
「宿の日」とその前後を「宿の
日ｗｅｅｋ『観光強化週間』」
として、ＯＴＡ主要４社と特別
企画を行う。

　観光庁の秡川直也長官が就任
後初めてとなる定例会見で抱
負。現場、民間を重視して、山
積する課題に対応する考えを示
した。

　日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）
が記者懇談会。橋広行会長は、
北陸支援の取り組みについて
「被災地が完全に復活するまで
寄り添ってさまざまな支援策を
展開する」と強調した。

　
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
今
年
で

登
録

周
年
を
迎
え
、来
年
に
迫
る
大
阪
・
関
西
万
博
を
追

い
風
に
観
光
回
復
へ
の
勝
負
の
年
を
迎
え
た
和
歌
山
県
。

観
光
促
進
に
い
っ
そ
う
の
弾
み
を
つ
け
る
べ
く
、
進
取
果

敢
に
取
り
組
む
岸
本
周
平
知
事
に
同
県
観
光
の
取
り
組
み

や
課
題
を
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
溝
部
あ
ゆ
美
）

岸
田
首
相（

日
、観
光
立
国
推
進
閣
僚

会
議
で
）画
像
＝
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

北
海
道
美
瑛
町
の
観
光
地

「
青
い
池
」
。
迷
惑
行
為

で
汚
す
の
は
許
せ
な
い

　
―
―
県
の
観
光
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

　
「
聖
地
リ
ゾ
ー
ト
！
和
歌

山
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
展
開
す
る
観
光
振
興
は
、

「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ

ｔ
ｙ
（
精
神
性
）
」
「
Ｓ
ｕ

ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ
（
持
続
可
能
性
）
」
「
Ｓ

ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
（
静
け

さ
）
」
―
の
三
つ
の
Ｓ
が
コ

ン
セ
プ
ト
。
精
神
性
は
、
世

界
遺
産
登
録

周
年
の
舞
台

で
あ
る
高
野
山
・
熊
野
に
代

表
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

　
高
野
山
は
真
言
密
教
の
聖

地
。
弘
法
大
師
・
空
海
が
唐

で
学
ん
だ
密
教
を
日
本
に
持

ち
帰
り
、
修
禅
の
道
場
と
し

て
開
創
し
た
。

　
一
方
、
熊
野
は
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
聖
地

リ
ゾ
ー
ト
！
和
歌
山
の
典
型

の
よ
う
な
場
所
。
「
小
栗
判

官
」
の
物
語
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
〝
死
〟
と
〝
再
生
〟

が
同
時
に
存
在
す
る
「
よ
み

が
え
り
の
地
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。
絶
景
は
も
ち
ろ
ん
、

深
い
物
語
が
あ
る
と
こ
ろ
が

良
さ
で
、
そ
の
よ
う
な
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
求
め
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
―
―

周
年
記
念
事
業
の

取
り
組
み
は
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
鉄
道
事

業
者
と
一
緒
に
「
聖
地
リ
ゾ

ー
ト
！
和
歌
山
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
世
界
遺
産
社
寺
等
で

は
特
別
拝
観
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
限
定
御
朱
印
の
授
与
が

実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
白

装
束
を
身
に
ま
と
い
、
平
安

時
代
の
熊
野
御
幸
を
再
現
す

る
「
熊
野
古
道
リ
レ
ー
ウ
ォ

ー
ク
」も
行
う
。県
内
各
地
で

今
し
か
で
き
な
い
体
験
や
企

画
を
順
次
展
開
し
て
い
る
。

　
―
―
南
紀
白
浜
空
港
の
愛

称
が
「
熊
野
白
浜
リ
ゾ
ー
ト

空
港
」
に
決
定
し
た
。
今
後

の
活
用
に
つ
い
て
。

　
熊
野
白
浜
リ
ゾ
ー
ト
空
港

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
少
し

長
期
の
ス
パ
ン
で
と
ら
え
て

い
る
。

　
ま
ず
は
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
誘
致
を
進
め
た
い
。
国

際
線
は
、
今
年
２
月
と
５
月

に
大
韓
航
空
が
運
航
し
た

が
、
で
き
れ
ば
定
期
便
の
運

航
を
推
し
進
め
た
い
。
温
泉

好
き
の
韓
国
人
観
光
客
は
近

場
の
九
州
に
集
中
し
て
い
る

状
況
で
、
韓
国
間
の
運
航
が

か
な
え
ば
温
泉
地
へ
の
誘
客

が
見
込
め
る
。

　
ま
た
、
熊
野
白
浜
リ
ゾ
ー

ト
空
港
の
滑
走
路
は
全
長
２

千
㍍
で
、
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
着
陸
が
で
き
な
い
た
め
、

技
術
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
２

５
０
０
㍍
に
延
伸
し
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
誘
致
の
幅

も
広
が
っ
て
い
く
。

　
現
在
、
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ

Ｌ
）
が
羽
田
空
港
間
で
３
往

復
運
航
し
て
い
る
。
羽
田
の

発
着
枠
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
で
き
れ
ば
４
往
復
に

増
便
し
た
い
。
加
え
て
、
地

方
空
港
と
の
航
路
づ
く
り
も

検
討
し
た
い
。
例
え
ば
、
青

森
や
山
形
な
ど
。
東
北
の
冬

は
寒
い
が
、
和
歌
山
は
暖
か

い
。
お
互
い
の
お
客
さ
ま
が

行
き
来
で
き
る
よ
う
な
航
路

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　
―
―
２
次
交
通
の
充
実
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
重
く

受
け
止
め
て
お
り
、
早
急
に

対
策
が
必
要
。
現
在
、
熊
野

白
浜
リ
ゾ
ー
ト
空
港
か
ら
主

要
観
光
地
へ
の
連
絡
バ
ス
が

な
い
上
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
減

少
な
ど
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
不

足
が
発
生
し
て
い
る
。
対
策

と
し
て
路
線
バ
ス
の
充
実
や

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
を
検

討
し
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
対
応
も
含
め
た
環
境
整

備
に
努
め
た
い
。

　
―
―
来
年
に
開
催
を
控
え

た
大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機

と
し
た
誘
客
促
進
は
。

　
何
と
い
っ
て
も
今
年
が
勝

負
の
年
。
「
和
歌
山
に
行
く

つ
い
で
に
万
博
に
行
く
」
く

ら
い
の
気
持
ち
で
来
て
も
ら

う
た
め
に
、
万
博
と
和
歌
山

を
セ
ッ
ト
し
た
旅
行
商
品
を

造
成
し
、
旅
行
会
社
、
航
空

会
社
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な

ど
、
国
内
外
の
観
光
客
に
向

け
た
誘
客
施
策
を
各
方
面
で

進
め
て
い
る
。

　
―
―
観
光
経
済
新
聞
社
主

催
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０

０
選
」
に
も
入
選
す
る
温
泉

地
の
魅
力
に
つ
い
て
。

　
日
本
三
美
人
の
湯
と
し
て

知
ら
れ
る
龍
神
温
泉
を
は
じ

め
、
日
本
三
古
湯
の
一
つ
白

浜
温
泉
、
県
内
随
一
の
豊
富

な
源
泉
数
を
誇
る
南
紀
勝
浦

温
泉
な
ど
和
歌
山
に
は
良
い

温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
県

外
の
お
客
さ
ま
に
お
越
し
い

た
だ
く
に
は
不
便
な
立
地
に

あ
る
温
泉
地
が
多
い
が
、
時

間
と
手
間
が
か
か
る
か
ら
こ

そ
良
い
と
い
う
人
も
い
る
と

思
う
。
不
便
さ
を
逆
手
に
取

っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
―
―
和
歌
山
の
魅
力
を
三

つ
挙
げ
る
な
ら
。

　
一
つ
目
は
「
歴
史
と
物

語
」
。
神
仏
習
合
が
色
濃
く

残
る
那
智
山
や
高
野
山
エ
リ

ア
な
ど
、
古
来
よ
り
、
信
仰

が
続
く
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

多
く
、
神
様
、
仏
様
と
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な
感

覚
を
体
験
で
き
る
。

　
二
つ
目
は
「
食
」
。
和
歌

山
は
海
、
山
、
川
の
幸
に
恵

ま
れ
、
フ
ル
ー
ツ
の
名
産
地

で
も
あ
る
。
実
は
、
み
そ
や

し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
発
酵
食
品

も
和
歌
山
発
祥
で
、
豊
か
な

食
文
化
を
持
つ
。
大
阪
・
関

西
万
博
で
も
フ
ー
ド
コ
ン
テ

ン
ツ
を
目
玉
に
展
開
し
て
い

く
予
定
だ
。

　
三
つ
目
は
「
人
」
。
和
歌

山
は
昔
か
ら
移
民
が
多
く
、

異
国
の
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
生
活
基
盤
を

築
い
て
き
た
進
取
の
気
性
に

富
ん
だ
人
が
多
い
。そ
し
て
、

懐
が
深
く
、
世
話
上
手
な
一

面
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
県

民
性
が
プ
ラ
ス
に
働
き
、
外

国
人
の
受
け
入
れ
に
も
前
向

き
だ
。

　
―
―
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
県
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
宿
泊
施
設
の
皆
さ
ん
に
は

和
歌
山
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。
何
度
か
訪
れ
る

う
ち
に
和
歌
山
が
好
き
に
な

り
、関
係
人
口
が
増
え
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
２
地
域
居
住
や
古

民
家
を
借
り
る
人
も
出
て
く

る
。

　
宿
泊
施
設
は
最
初
の
接
点

に
な
る
の
で
、
「
移
住
・
定

住
促
進
の
窓
口
」
で
も
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
出
張
す
る
と
出

先
の
地
方
紙
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。
全

国
紙
で
は
あ
ま
り

話
題
に
上
ら
な
い

デ
ィ
ー
プ
な
情
報

が
載
っ
て
い
て
面
白
い
▼
７

月

日
の
新
潟
日
報
は
「
佐

渡
島
の
金
山
」
の
世
界
遺
産

登
録
を
巡
る
話
題
を
ト
ッ
プ

で
報
じ
て
い
る
。
紙
面
に
よ

る
と
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機

関
イ
コ
モ
ス
が
登
録
可
否
の

審
議
を
前
に
三
つ
の
事
項
を

日
本
政
府
に
要
請
。
こ
の
ほ

ど
最
後
の
事
項
が
ク
リ
ア
に

な
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に

は
、
操
業
を
休
止
し
て
い
る

金
山
に
つ
い
て
、「
鉱
業
権
所

有
者
が
商
業
採
掘
を
再
開
し

な
い
明
確
な
約
束
を
示
す
こ

と
」
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

同
権
所
有
者
が
採
掘
を
再
開

し
な
い
表
明
書
を
文
化
庁
に

提
出
し
た
と
い
う
。
新
聞
は

客
観
的
事
実
を
淡
々
と
報
じ

て
い
る
が
、
登
録
へ
の
地
元

の
強
い
期
待
が
紙
面
を
通
し

て
感
じ
ら
れ
る
▼
同

日
の

愛
媛
新
聞
は
道
後
温
泉
の
ア

ー
ケ
ー
ド
街
で
店
舗
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
や
新
規
出
店
が
相

次
ぎ
、
街
が
活
性
化
し
て
い

る
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
。
今
か

ら
十
数
年
前
、
同
温
泉
の
シ

ン
ボ
ル
道
後
温
泉
本
館
が
改

修
工
事
を
控
え
、
宿
泊
者
数

が
右
肩
下
が
り
で
推
移
。
危

機
感
を
募
ら
せ
た
商
店
街
振

興
組
合
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
性

化
策
を
推
進
、
成
果
を
上
げ

た
と
い
う
。
本
館
は
工
事
を

終
え
て
こ
の
ほ
ど
全
館
営
業

を
再
開
。
そ
の
効
果
も
相
ま

っ
て
、
一
帯
は
さ
ら
な
る
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
▼「
紙
離
れ
」が
進
む

中
で
も
新
聞
は
い
ま
だ
に
貴

重
な
情
報
源
の
一
つ
と
い
え

る
。
弊
紙
も
読
者
の
皆
さ
ま

に
そ
う
思
わ
れ
る
よ
う
さ
ら

に
努
力
し
た
い
。【
Ｍ
・
Ａ
】

　
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
見
た

時
、
わ
が
目
を
疑
っ
た
。
こ

れ
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
。

　
北
海
道
美
瑛
町
の
人
気
観

光
ス
ポ
ッ
ト
「
青
い
池
」
。

十
勝
岳
の
火
山
泥
流
を
防
ぐ

工
事
の
際
、
美
瑛
川
に
置
か

れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
堰
堤
に
川
の

水
が
た
ま
っ
て
で
き
た
人
造

湖
だ
。
美
し
い
ブ
ル
ー
（
ビ

エ
イ
ブ
ル
ー
）
の
水
を
た
た

え
た
池
と
、
立
ち
枯
れ
た
カ

ラ
マ
ツ
が
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
。

　
そ
ん
な
幻
想
的
雰
囲
気
を

ぶ
ち
壊
す
迷
惑
行
為
が
あ
っ

た
。
外
国
人
と
み
ら
れ
る


～

代
の
男
性
が
池
の
中
に

入
り
、
泳
い
だ
り
無
許
可
の

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
り
し

た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
池
は

遊
泳
禁
止
。
入
ら
な
い
よ
う

注
意
す
る
看
板
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
町
の
関
係
者
は

「
大
変
危
険
な
行
為
で
あ

り
、
絶
対
や
め
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
て
い
た
。

　
筆
者
も
何
度
か
訪
れ
て
い

る
が
、
外
国
人
観
光
客
の
多

く
は
、
当
た
り
前
だ
が
ル
ー

ル
を
守
っ
て
整
然
と
美
し
い

風
景
を
眺
め
て
い
た
。
今
回

の
行
動
は
愚
か
と
し
か
い
い

よ
う
が
な
い
。
自
国
で
外
国

人
に
こ
ん
な
振
る
舞
い
を
さ

れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
想
像

力
が
欠
如
し
て
い
る
。

　
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年

間
約
２
４
０
万
人
弱
。
町
の

人
口
の
２
５
０
倍
以
上
と
い

う
。
ご
多
聞
に
も
れ
ず
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
気
味
で
、

渋
滞
や
マ
ナ
ー
違
反
な
ど
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
対
策

と
し
て
入
場
税
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
収
入
で
い
ろ

い
ろ
な
国
の
言
葉
の
看
板
を

設
置
し
て
、
分
か
り
や
す
く

周
知
し
て
い
く
の
も
手
か
。

景
観
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
。

　
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
６
月
は
３
１
３
万
５
６

０
０
人
が
訪
れ
た
。
単
月
と

し
て
は
過
去
最
高
を
記
録
。

上
半
期
累
計
で
は
１
７
７
７

万
７
２
０
０
人
と
、
過
去
最

高
を
記
録
し
た

年
同
期
を

１
０
０
万
人
以
上
上
回
っ

た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
間
が
い

る
。
迷
惑
行
為
と
い
う
か
、

非
常
識
な
行
動
に
走
る
外
国

人
の
割
合
も
増
え
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
「
ま
さ

か
」
を
想
定
す
る
必
要
も
あ

り
そ
う
だ
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
（
Ｗ

ｈ
ａ
ｔ
　
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ

　
ｉ
ｎ
　
Ｖ
ｅ
ｇ
ａ
ｓ
　
ｓ

ｔ
ａ
ｙ
　
ｉ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｇ
ａ

ｓ
＝
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
良
く
な

い
こ
と
を
し
て
も
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
か
ら
外
に
漏
れ
な
い
）

と
い
う
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
、

恥
ず
か
し
い
動
画
が
出
回
る

と
、
い
つ
自
分
に
返
っ
て
く

る
か
分
か
ら
な
い
。

　
外
国
人
ば
か
り
で
は
な

い
。
日
本
人
の
中
に
も
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
人
は
い
る
。

平
気
で
ご
み
を
捨
て
た
り
、

飲
食
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ

る
場
所
で
飲
ん
だ
り
、
食
べ

た
り
…
。
日
本
人
は
規
律
正

し
く
、
奇
麗
好
き
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
う
し
た
美
徳
が
だ

ん
だ
ん
と
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

と
思
う
の
は
筆
者
の
思
い
過

ご
し
か
。

　
あ
ま
り
に
整
理
整
頓
さ
れ

た
社
会
は
少
々
息
苦
し
い

が
、
日
本
が
本
来
持
つ
良
さ

は
な
く
し
て
ほ
し
く
な
い
。

外
国
人
が
敬
意
を
払
い
、
迷

惑
行
為
を
す
る
の
が
恥
ず
か

し
く
思
う
国
で
あ
り
た
い
。

同
時
に
良
識
に
期
待
し
た

い
。
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
２
０
２
４
年
１
～
６
月
累

計
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、
年
同
期
比
６
・
９
％
増

の
１
７
８
８
万
人
と
な
り
、

上
半
期
と
し
て
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。

年
１
～
６
月

期
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費

額
も
上
半
期
の
最
高
値
で
、


年
同
期
比

・
５
％
増
の

３
・
９
兆
円
。
上
半
期
の
ペ

ー
ス
が
続
く
と
、
年
間
の
旅

行
者
数
は
３
５
０
０
万
人
、

消
費
額
は
８
兆
円
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
。
政
府
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
を

拡
大
す
る
施
策
な
ど
を
強
化

す
る
方
針
だ
。（
関
連
２
面
）

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
の
訪
日
外
客
数
の
推

計
値
と
、
観
光
庁
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
な
ど

に
よ
る
速
報
値
。

　
直
近
の

年

６
月
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数

は

年
同
月
比

８
・
９
％
増
の

３
１
４
万
人
と

な
り
、

年
３

月
に
記
録
し
た

３
０
８
万
人
を

上
回
っ
て
、
１

カ
月
当
た
り
で

過
去
最
高
と
な

っ
た
。
３
月
以

降
、
４
カ
月
連

続
で
３
０
０
万

人
を
超
え
た
。

　
訪
日
外
国
人

旅
行
消
費
額
は
、

年
４
～

６
月
期
が

年
同
期
比

・

６
％
増
の
２
・
１
兆
円
と
な

り
、
四
半
期
と
し
て
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。

年
４
～

６
月
期
の
訪
日
外
国
人
１
人

当
た
り
旅
行
支
出
は

年
同

期
比

・
０
％
増
の

万
８

７
２
２
円
だ
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
上
半
期

の
実
績
は
、
７
月

日
に
首

相
官
邸
で
開
か
れ
た
観
光
立

国
推
進
閣
僚
会
議
で
報
告
さ

れ
た
。
岸
田
文
雄
首
相
は

「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、
２
０
２
４
年
は
過
去
最

高
を
大
き
く
更
新
し
て
３
５

０
０
万
人
、
旅
行
消
費
額
も

８
兆
円
が
視
野
に
入
る
勢
い

だ
。
２
０
３
０
年
の
訪
日
客

数
６
千
万
人
、
旅
行
消
費
額


兆
円
の
目
標
水
準
も
視
野

に
入
る
状
況
を
踏
ま
え
、
地

方
へ
の
誘
客
促
進
と
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止

・
抑
制
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
だ
」
と
述
べ
、
施
策
の

推
進
を
指
示
し
た
。

　
岸
本
　
周
平
氏
（
き
し
も

と
・
し
ゅ
う
へ
い
）
１
９
５

６
年
７
月

日
、
和
歌
山
県

生
ま
れ
。

歳
。
東
京
大
学

法
学
部
卒
業
後
、
大
蔵
省

（
現
財
務
省
）
入
省
。
２
０

０
９
年
、
衆
議
院
選
挙
初
当

選
後
、
５
期
連
続
当
選
。


年

月
か
ら
現
職
。
現
在
１

期
目
。


